
 

 

 

 

 

 

 

○講評 

〈北海道教育大学旭川校 

         教授 高瀬 淳也 氏〉 

・運動素材（教材）について、教え学ばれるべ

き内容を単純化してクローズアップした世

界を子どもたちに伝えること自体が教材化

になる。３年生の子どもたちにとって、「お

宝（動き）を見付ける」という活動は、発達

段階への適合、学習内容を誇張させるとい

う点でよく考えられていた。 

・教材づくりがしっかりしていると、子どもた

ちにとって安心感があり、安心感があるか

らこそ課題選択をできるということにつな

がる。 

・子ども同士の伝え合う環境を整えても、必

ず効果が上がるとは限らない。意図的・計

画的・攻略的に交流や活動の機会を設ける

必要がある。 

・学習評価に関わって、お宝発見タイム①から

②へ、動きの変容があるべきで、そこを評価

することになる。お宝発見タイム①に工夫

の視点の選択が加わることによって、変容

が見られるはず。本時ではこの選択の要素

が薄くなってしまったため、動きの変容が

見えにくくなっていた。より教師が関わり、

子どもの思考を揺り動かしていく必要があ

る。 
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○討議の中心的な話題 

〈動きの「広がり」について〉 

・動きが広がることをねらうのであれば、交流

はペアではなく他のグループと行う方がよ

かったのではないか。 

・ペアで運動を行っている中でも思考が深ま

るような教師の関わりが必要だったのでは

ないか。 

〈課題発見について〉 

・「「お宝を発見しよう！」という課題から、個

人での課題は何をねらっていたのか。 

→一人一人がこの運動をしたいという見通し

をもっていることを課題と捉えていた。 

・「「広がり」とは、「～したい」という思いをも

つだけでよいのか。 

 

○質疑応答 

・子どもたちが運動している際に、どのよう

な関わりを大切にしたか。 

→どのような運動にしたのか、なぜそうした

のかなど、根拠を引き出すような関わりを

大切にした。 

・子どもがそれぞれ運動していく中で、どの

ように変容を見取り、評価しているか。 

→他者が行っている運動を見たり、試したり

している姿に着目し、共有することを大切

にしている。 

 

○討議から見えてきた課題 

・子どもの動きを変容させるための教師の関

わりや手だて 

→子どもたちの活動を活性化できるような交

流のあり方や工夫の視点のもたせ方の吟味 

 

北九条小会場 一次公開 蝦名裕貴教諭実践 

第３学年 多様な動きをつくる運動「お宝を探せ！トレジャーハンター」 



 

 

 

 

 

 

 

○講評 

〈北海道教育大学旭川校 

         教授 高瀬 淳也 様〉 

・子どもの主体的な学習を促すためには、教え

る側の教師のもつ到達目標を、学ぶ側の子

どもが自覚する学習目標に転化する必要が

ある。本時では、前時での振り返りがきちん

とされていたことにより、課題が円滑に進

んでいた。教師が学習内容や方向性を示し

たことにより、子どもたちが課題を選ぶこ

とにつながった。 

・支援の必要な子どもをしっかりサポートす

ることで、前よりもできたという姿を生む

ことができていた。練習の初期には高い相

対頻度でフィードバックを与え、少しずつ

減らす方が伸びると言われている。軽重を

つけた教師の意図的な関わりが重要。 

・跳び箱運動の楽しさ（達成、協力、挑戦、気

楽さ、脚光）の視点から、達成（できた）の

後には、条件を変える（高さを変える）、よ

り上手にできる（雄大・優美）を求めていく

ことが大切。 

・自分がどう表現できているか見えないと条

件（高さ）にのみ意識がいってしまう。ICT

を活用して動画で演技を見直すことで、雄

大さや優美さを自ら求めることができるの

ではないか。 
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○討議の中心的な話題 

〈ロードマップについて〉 

・練習方法を細かく区切って環境設定に落と

し込むと、より子どもが自分で学びを進め

ていけるのではないか。 

・子ども自身がロードマップに立ち返りなが

ら運動したり意思決定したりしていけるも

のだとよい。 

・２段で技ができていないのに３段に挑戦す

るなど、ロードマップが機能していない場

面も見られたため、技ができないことを前

提にしたロードマップに修正するなど改善

の余地があるのではないか。 

〈他者に伝える姿について〉 

・本時の目標である「他者に伝える」という

ことは、全員ができていたのか。 

・技の得意な子、苦手な子に関わらず全員が

伝えるようにするためには、試技の前に見

てほしいポイントを伝えることで、見てい

る側がその可否を伝えることができたので

はないか。 

 

○質疑応答 

・「「練習の場を調整できる」の捉えは。 

→ロードマップを基に、易しい場と課題解決

の場を行き来するなど、自分はここまでな

らできるというのを見付けて次の場を選択

していくことを「調整」と捉えていた。 

 

○討議から見えてきた課題 

・子どもが課題を更新していくための教師の

関わりと手だて 

→ロードマップの活用方法の工夫や交流場面

の設定による、自分の姿を振り返ることが

できるようにしていく。 

 

北九条小会場 二次公開 早川詩織教諭実践 

第６学年 跳び箱運動「跳び箱運動レベルアップへの道」 


